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 ２月号に続いて今月も過去に書いた手賀沼通信

のリバイバルとさせていただきます。 

 ２００４年１月号にその前年に歩いた「しまな

み海道スリーデーマーチ」の記事としまなみ海道

に架かる橋について調べた記事を書きました。 

 広島県尾道市と愛媛県今治市を結ぶしまなみ海

道は自動車道だけでなく、自転車と歩く人の道が

ついています。今はサイクリングの聖地になって

いますが、当時は歩く人のほうが多かったのです。 

 今でも当時主催した朝日新聞社が「しまなみ海

道スリーデーマーチ」を続けているかどうかわか

りませんが、私のウォーキングの最高の思い出を

再度掲載いたします。 

 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆  

 今年最初のテーマは「しまなみ海道ウォーキン

グ」です。今まで歩いたルートの中では、環境の

すばらしさ、歩きやすさ、景観の美しさなどナン

バーワンでした。お天気もよく、お世話になった

方々も大変温かく快適なウォーキングでした。 

 

第３回瀬戸内しまなみ海道スリーデーマーチ 

 

 昨年１０月３日から３日間、「第３回瀬戸内しま

なみ海道スリーデーマーチ」に参加し、初秋のウ

ォーキングを楽しんできました。  

 約２年前の２００１年１２月、法事で愛媛県伊

予市に帰省し、東京に戻る時高速バスで松山から

尾道まで「しまなみ海道」を通りました。そのと

きの感想を手賀沼通信第４７号「『瀬戸大橋』と『し

まなみ海道』を通る」に次のように書いています。 

 「しまなみ海道は歩いても自転車でも渡ること

が出来ます。１２月初めのせいか、自転車の人は

いませんでしたが、歩いている人は大勢見かけま

した。目のくらむような高さから来島海峡の渦潮

を眺めながら渡るのは気分がいいはずです。春か

秋に一度尾道から今治まで歩いてみたいという気

になりました。歩くためのルートマップも用意さ

れており 2 泊もすれば歩き通せる感じです。」 

 その思いがほぼ２年後に達成されました。イン

ターネットで「第３回瀬戸内しまなみ海道スリー

デーマーチ」のホームページを見つけ参加しまし

た。スリーデーマーチは、今治市から尾道市まで

の間の各市･町と日本ウォーキング協会、朝日新聞

社が主催し、事務局は今治市役所イベント推進課

にありました。 

 本州と四国を結ぶ橋のルートはご存知の通り３

つあります。今大赤字で注目を浴びている本州四 

国連絡橋公団が建設したもので、兵庫県と徳島県

を結ぶ明石海峡大橋･鳴門大橋ルート、岡山県と香

川県を結ぶ瀬戸大橋ルート、広島県と愛媛県を結

ぶしまなみ海道ルートです。どのルートも自動車

専用道が基本ですが、瀬戸大橋は鉄道との併用橋

で、しまなみ海道は１２５ＣＣ以下のバイクの専

用道（一部は歩道と兼用）と自転車と人が通れる

歩道がついています。しまなみ海道ウォーキング

はこれらの橋と島の景色の美しい道を歩くのです。 
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しまなみ海道は 7 つの橋、６つの島からなって

います。本州側は広島県尾道市です。尾道と向島

の間には尾道大橋と新尾道大橋がかかっています

が、歩道が狭くて危険なためここだけはフェリー

を利用します。 

向島の先は、因島大橋（吊橋）、因島、生口橋（斜

張橋）、生口島、多々羅大橋（斜張橋）、大三島、

大三島橋（アーチ橋）、伯方島、伯方･大島大橋（吊

橋）、大島、来島海峡大橋（吊橋）、を通って四国

愛媛県今治市までです。 

 早速資料を取り寄せたところ、８キロから４０

キロまでの合計９コースがありました。尾道から

今治まで通して歩くと８０キロになりますが、通

しコースは３日で８０キロを歩くコースと、２日

で８０キロを歩くコースの２つです。２日コース

はきついので、３０キロ、２０キロ、３０キロの

３日コースに決めました。 

 １０月３日、尾道市「しまなみ交流舘」を朝９

時４５分に出発し、３日間の歩きが始まりました。

３日間コースの参加者は約６００名、８月１５日

までに申しこんだ人の氏名はスリーデーマーチの

パンフレットに載

っていましたが、北

は北海道、南は鹿児

島からとほぼ全国

から参加していま

した。やはり地元の

愛媛県が一番多く、

広島県、大阪府、兵

庫県、千葉県がそれに次いでいました。背中に氏

名、都道府県、参加コース、参加回数、一言メッ

セージなどを書いたゼッケン付けて歩くため、ス

リーデーマーチの仲間はすぐわかります。大半は

中高齢者ですが、若い女性のグループや男性のグ

ループ、若いカップルなども混じっていました。

あとで主催者に電話で問い合わせたところ、全コ

ースを会わせて、登録者２２８６名、延べ参加人

数は３７６３名とのことでした。 

 初日は１７時５分前にゴールに到着しました。

２日目は１０時出発の１４時３５分到着、最終日

は８時３０分出発の１５時５０分到着でした。歩

く距離のわりにはスタート時間が遅く設定されて

いました。理由は途中の宿泊場所に旅館や民宿の

数が少ないため、間際に申しこんだ人は島に宿が

取れず、ゴール後とスタート前にそれぞれの地点

と尾道や今治とをバスで移動する必要があるため

とのことでした。 

初日は昼食を取る場所についた時は１３時３０

分になっていました。また朝のスタート時にカー

ドにはんこを押してからの一斉スタートという方

法をとっていました。スタート時には本部のテン

トに大群衆が殺到して混乱していました。 

その混乱を避けるため、最終日ははんこなし

で所定の時間より１時間早く出発しました。途中

のチェックポイントで朝のスタートの分も押して

くれましたが、本部でも最終日は３０分繰り上げ

て出発させたようです。日本スリーデーマーチの

ように時間帯を設けて順次スタートさせるか、一

斉スタートにするなら読売新聞主催のみずウォー

クのように、スタート時のはんこなしでスタート

させれば混乱は防げます。３回目なのでまだまだ

運営になれていないのでしょう。 

 本部の運営はともかく、ボランティアの方々の

歓迎には心温まる思いでした。昼食時の味噌汁や

瀬戸内の小魚の入ったお汁は素晴らしい味でした。

ゴールした時には今治名物の鯛めしが配られまし

た。他のウォーキングではお目にかかれないこと

です。 

 それになによりコースが今までのなかで最高の

コースでした。それもダントツの素晴らしさです。

３日間、秋晴れの好天に恵まれたこともあります

が、高い橋の上からの壮大な眺め、６つの個性あ

る橋をいろいろな角度から見る美しさ、瀬戸内海

のきれいな海や島々を見ながら歩くゆったりした

道路、澄みきった空気と潮風の香り、どれをとっ

ても超１級の環境です。立止って眺めたり写真を

取りたいところばかりです。 

 大会期間中の宿は本部で予約してくれました。

申し込みが早かったのでゴール地点に近い島の中

に宿泊できました。男女別の相部屋です。 

初日の宿は生口島の瀬戸田町の歴史を感じさせ

る日本旅館でした。瀬戸田町は日本画家の平山郁

夫さんの出身地、ゴール地点の道路の反対側に立

派な平山郁夫美術館がありました。また西日光と

いわれる耕三寺の門前町で、かなり賑わっていま

した。３人の相部屋でしたが、一人は大阪在住で

ウォーキング大会に次から次へと参加している７

０歳台の男性、もう一人は高松在住で１日２時間

のウォーキング、生涯６万キロを目指す６０歳台

の男性でした。 
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 ２日目は伯方島の日本旅館で、島のささやかな

中心部にありました。伯方島は６つのうち１番小

さな島で農業と漁業しかなく、橋が出来るまでは

ほとんど訪れる人もなかったのではないでしょう

か。旅館も釣人相手のような感じで、トイレとお

風呂は大人数に対処できるようにはなっていませ

んでした。同室は岡山と大阪と横須賀から来た高

齢者でした。横須賀の人は昨年はしまなみ海道ス

リーデーマーチの２日で８０キロのコースに参加

したとのこと、四国八十八ヶ所も歩いた７０歳台

の人でした。一人歩きの、はやばやと申しこむよ

うな人は皆さんそれなりの経験を持っています。 

 しまなみ海道の橋はすべて下を大型船が通れる

よう地上数１０メートルの高いところに架橋され

ています。島の自動車専用道路は山の中に作られ

ているため橋にそのままつながりますが、一般道

路は平地を通って

いるため、橋の高さ

に登るためには専

用のとりつけ道路

を延々と上り下り

する必要があります。橋が６つですので取り付け

道路は１２ヶ所ありました。車が通らないのでの

んびり歩けますが足にはかなりの負担でした。   

 来島海峡大橋を渡って今治市に入りゴールの今

治城までが１番きつく、回り道させるコース設定

にちょっと腹立たしくなりましたが、ゴールにつ

いた時はなんとも言えない感激でした。３日間の

健闘を振り返りながらカンビールで乾杯しました。 

 

しまなみ海道にかかる橋についてにわか勉強 

 

 今回歩いたしまなみ海道の６つの橋は 3 つの吊

橋、２つの斜張橋、１つのアーチ橋からなってい

ます。それぞれ技術面と景観に合わせた最適な形

を選んでいます。ここで来島海峡大橋と多々羅大

橋を例に長大橋について解説してみましょう。出

典は藤川寛之著「本州四国連絡橋のはなし－長大

橋を架ける－」（成山堂書店）とインターネットの

本州四国連絡橋公団のホームページその他です。 

 

１．来島海峡大橋（世界初の３連吊橋） 

 来島海峡大橋は日本でも有数の急潮流（最強時

１０ノット、秒速５メートル）で知られる来島海

峡に建設された世界初の３連吊橋です。３つの吊

橋を連続して架橋し、１日２０００隻の船が行き

来する国際航路の来島海峡をまたいでいます。約

１キロの橋が一つと約１.５キロが２つで、全長は

４１０５ｍ、中央支間長の長さは、６００ｍ、１

０２０ｍ、１０３０ｍとなっています。明石海峡

大橋の中央支間長１９９１ｍの世界一の長さには

およびませんが、明石海峡大橋の全長３９１１ｍ

は超えています。吊橋は現在の架橋形式の中では

もっとも長い橋が作れる方式です。 

 来島海峡大橋は本四架橋の最後に建設された橋

梁であり、因島大橋、瀬戸大橋、明石海峡大橋な

どで培われてきた吊り橋技術の蓄積を背景に本四

架橋の集大成で、さまざまな改良･工夫された工法

が採用されました。 

 吊橋はお台場のレインボーブリッジを見るとよ

く分かりますが、橋桁、２本のケーブル、２つの

塔、ハンガー（ケーブルから橋桁を吊り下げてい

るもの）、アンカレイジ（ケーブルの両端を定着さ

せる重し）からなっています。上述の中央支間長

とは２つの塔と塔の間の距離をいいます。 

 吊橋がもっとも長い橋の建設を可能にしている

のはケーブルです。まず普通乗用車３～４台を吊

り下げるこ

とが出来る

直径 5 ミリ

程度の強力

なワイヤー

を１２７本

束ねた６角

形のストランドを作ります。明石海峡大橋の場合

はそのストランドを２９０本合わせて直径１１２

２ミリのケーブルにして橋桁を吊っています。ケ

ーブルの架設は２つの塔が建設されたあと１本の

ロープを向う側に渡すことから始まります。この

ケーブルをパイロットケーブルといいます。パイ

ロットケーブルが張られるとそれをもとにロープ

を順次太いものに張り替えていき、運搬用ロープ、

足場用ロープ、キャットウォークという足場が作

られて、ケーブル架設となります。 
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 パイロットロープの渡し方も吊橋を架けるたび

に改良され、タグボートやクレーン船を使う方法

から、明石海峡大

橋や来島海峡大

橋の場合は国際

航路を閉鎖しなくても済むようにヘリコプターで

ロープを吊り下げて対岸の塔に渡す方法がとられ

ました。 

 吊橋の強敵は風と地震と温度差です。１９４０

年にシアトル近郷のタコマナローズ橋がわずか

風速１９ｍの風で落橋するという惨事がありま

した。地震については阪神大震災が近くで発生

しました。そのような巨大地震と架橋地点周辺

で起こる不特定多数の地震を考慮する必要があ

ります。温度変化による伸び縮みの凄まじさは

例えば明石海峡大橋の場合は１度の温度変化で橋

の中央が６.５センチ上下します。いずれも詳細な

コンピュータによるシミュレーションを行うとと

もに、風洞実験や世界中の地震データの分析など

による耐風設計・耐震設計、温度差の生じない真

夜中のケーブル架設などいろいろな面から対策を

講じました。また海峡の潮の流れの速さも十分考

慮に入れて架設されています。  

 塔を支える基礎となるケーソンの設置について

の苦心談が１０月２１日のＮＨＫプロジェクトＸ

「男達の不屈のドラマ瀬戸大橋」で紹介されてい

ましたが、来島海峡大橋のケーソン設置にもその

貴重な経験が活かされました。 

 景観重視の設計思想はラーメン形式の塔の採用

と６本の塔の高さを調節しなだらかに見えるよう

にしたことです。長大吊橋では始めてのことです。

ルート周辺の島々や海の美しさと見事に調和して

います。 

 

２．多々羅大橋（世界最長の斜張橋） 

 多々羅大橋は橋の長さ１４８０ｍ、塔と塔の支

間長８９０ｍ世界最長の斜張橋です。横浜のベイ

ブリッジも斜張橋です。塔から直接ななめに張っ

たケーブルで橋桁を引っ張りあげている形は、白

鳥が羽根を広げているように美しいといわれます。

吊橋と比べると吊ケーブルがなく、吊ケーブルを

両端で固定するアンカレイジがありません。従来

は支間長が５００ｍを超えると斜張橋でなく吊橋

で架橋されるのが通例でした。 

 多々羅大橋も最初は吊橋で計画されていました。

ところが生口島側のアンカレイジ建設場所は山肌

が迫っていて地質が悪く、地形の大幅な変更が必

要でした。多島海美に恵まれた地域の景観を損な

うおそれがあり工事費も多額になると予想されま

した。斜張橋ならアンカレイジは不要、工期工費

も少なくて済みます。当時工事中の生口橋（支間

長４９０ｍ）の経験をもとに夢の挑戦が決まった

のです。 

 斜張橋は吊橋以上に塔が景観の主役となります。

塔は同規模の吊橋より高くなり、形も構造的に選

択の幅が広く、より景観を考えた美しい設計を取

り入れることが出来ます。多々羅大橋の塔は逆Ｙ

字型の優美な形をしています。塔の真下に立って

上を見上げると、高い

ところから下を見下

ろした時のようにく

らくらします。塔の真

下の歩道には拍子木

が備え付けられてお

り、叩くと反射音が２

本の柱を駆け上って行きます。拍手でも響きます。

「多々羅の鳴き龍」と呼ばれています。本四公団

のホームページでもその音を体験できます。 

 斜長橋の橋桁の架設は「やじろべえ工法」とい

われます。吊橋の場合はケーブルを貼り終えてか

ら橋桁を架設していきますが、斜張橋では桁の架

設とケーブルの架設を交互に繰り返します。塔か

ら両側へ橋桁を少しずつ張り出しながら架設しま

す。この「バランシング工法」は両側に腕を均等

に張り出したやじろべえに似ているためそう呼ば

れるのです。吊橋と違って、橋桁が連結するまで

の間、塔が単独で頑張らなければなりません。多々

羅大橋では橋桁を結合する直前には桁の長さが４

３５ｍにも達しました。横方向に対しては抵抗力

が弱いのですが、この時期に小さな台風が２度も

襲来しました。先端にある大きなクレーンを出来

るだけ後退させて、間近に迫っている向う側の桁

とロープで繋いで事無きを得ました。 


